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研究成果の概要 

本研究では化学熱力学を融合した界面流体力学の創成を目指し、実験とシミュレーション、理

論の協同による分子レベルから流動現象まで考察した化学熱力学と界面流体力学の学際領域に

おける学理構築と部分混和系を用いた流体置換ダイナミクスの完全理解を達成する。計画一年目

である本年度は、実験にて流動実験・界面物性値測定による部分混和系（化学熱力学を伴う界面

流体力学）の理解の深化、数値シミュレーションにてパラメトリックスタディによる部分混和系ダイナ

ミクスの理解の深化ならびに多成分系への展開を目標に研究を実施した。実験にて、相分離の際

に自発的に発生する Korteweg 対流の向きをコントロールし界面における流体力学不安定性を促

進させたり、抑制させたりすることに成功した。一方、数値シミュレーションにて、完全混和系ではあ

るものの、2 液体の混和過程に存在する化学熱力学効果である有効界面張力の大きさと対流の大

きさの関係を解明することに成功した。また、結果として発表するに至っていないが、相分離やそ

れに伴い発生するKorteweg対流などの化学熱力学の効果を加味した界面流体力学の数値シミュ

レーションにてパラメトリックスタディを行い、物質移動や対流の影響などの流体力学の効果と、自

由エネルギーの関数形や Korteweg対流などの化学熱力学の効果を変化させ、それぞれがダイナ

ミクスに与える影響を定性的・定量的に評価した。次に、多成分系への展開を目指して支配方程

式の選出を行っている。今後、実験では化学種の違いによる相互作用の影響（化学熱力学の影響）

に焦点をしぼり、引き続き、流動実験・界面物性値測定を行っていく。さらに、3 次元性の影響を加

味した実験も実施する。また数値シミュレーションでは多成分系への展開を引き続き行っていく。理

論においても、実験や数値シミュレーションを説明できるモデルの構築を開始する。 
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